
四万十町の窪川地域にある老舗の美馬旅館に、新しい工法の「木質壁ラーメン」

を取り入れた、木造の新館「美馬旅館はなれ 木のホテル」が完成し、平成３０年

１１月に完成見学会が開催されました。

歴史ある美馬旅館
美馬旅館は、創業明治２４年と歴史ある老舗旅館で、小説

家の林芙美子や財界人など、多くの著名人が利用したことで

知られています。近くには四国八十八箇所霊場第三十七番札

所の岩本寺があることから、参拝者の方にも人気のお宿です。

新館に四万十ヒノキを使用
本館近くに新たに建てられた新館は、昔ながら

の旅館とはまた違う雰囲気の建物です。木造２階

建て全７部屋で、四万十ヒノキやスギが使われて

おり、木の温もりを感じます（利用木材：約

39m3）。外観も周囲の景観に溶け込むように工夫

されています。参道沿いであることから、１階に

ロビースペースを設け、お遍路の方の休憩や、国

内外から訪れる観光客への情報発信の場として

開放するそうです。

この辺りの旅館は、昔ながらの鍵の掛からない部屋の場合が多いのですが、新館は最近のニ

ーズに合わせて鍵の掛かる個室でプライバシーも確保されたお宿になっています。美馬旅館で

は昔ながらの旅館と近代的なお宿の両方を楽しむことができるのです。

新技術「木質壁ラーメン構造」
高知県内で開発された木質壁ラーメン（四万十ヒノキとSWPパネルの耐力壁）を使用して

おり、高知県森林技術センターが強度試験などの支援を行いました。壁ラーメン構造を用いる

と、壁の耐力が増すため、従来工法より空間を広く使うことができます。

平成３０年１２月３日オープン！
新館は12月３日にオープンしました。完成見学会の時にはまだ無か

った家具類が設置され、さらに６代目館主のこだわりで美術品も展示さ

れており、利用客を楽しませる工夫が散りばめられています。
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